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補
正
予
算

　
　
主
な
も
の
を
ご
説
明
し
ま
す

 

児
童
福
祉
費
「
保
育
環
境
改
善
事
業
」

 

６
５
１
５
万
１
０
０
０
円

地
方
創
生
拠
点
整
備
交
付
金
を
活
用
し
、
小
池
、
水
道

町
、
大
曲
八
王
寺
の
各
保
育
園
の
空
調
未
設
置
保
育
室

に
空
調
設
備
な
ど
を
整
備
し
、
保
育
環
境
を
改
善
し
ま

す
。

 

消
防
費
「
災
害
対
策
事
業
」

 

１
９
０
万
円

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
助
成
金
（
地
域
防
災
組
織
育

成
）
を
活
用
し
、
防
災
備
品
を
整
備
し
ま
す
。

 

教
育
セ
ン
タ
ー
費
「
適
応
指
導
教
室
事
業
」

 

１
１
２
万
６
０
０
０
円

学
校
生
活
に
適
応
が
難
し
い
生
徒
の
継
続
的
な
学
習
支

援
と
心
の
ケ
ア
を
行
う
た
め
、
燕
中
学
校
に
校
内
適
応

指
導
教
室
指
導
員
を
配
置
し
ま
す
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会

１
項
目
を
審
査

平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  （
第
１
号
）

問
児
童
福
祉
費
「
保
育
環
境
改
善
事
業
」
の
空

調
設
置
工
事
で
の
、
騒
音
、
振
動
、
粉
じ
ん
な

ど
に
よ
る
保
育
へ
の
影
響
に
つ
い
て
。

答
施
設
全
体
の
利
用
状
況
を
確
認
し
、
こ
れ
ら

の
対
策
を
十
分
配
慮
し
た
工
事
計
画
を
策
定
す

る
。
工
事
に
つ
い
て
は
、
休
日
や
園
児
の
利
用

の
少
な
い
日
を
設
定
す
る
な
ど
、
安
全
管
理
に

配
慮
し
た
い
。

問
消
防
費
「
災
害
対
策
事
業
」に
つ
い
て
、
自

治
会
の
防
災
備
品
に
お
け
る
整
備
基
準
は
あ
る

の
か
。

答
特
に
基
準
は
設
け
て
は
い
な
い
が
、
そ
の
地

域
の
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
必
要
な
物
を
整
備
し
て

い
る
。
市
で
は
相
談
に
応
じ
て
い
る
が
、
基
本

的
に
申
請
す
る
団
体
に
任
せ
て
い
る
。

問
教
育
セ
ン
タ
ー
費
「
適
応
指
導
教
室
事
業
」

の
拡
充
の
見
通
し
に
つ
い
て
。

答
既
存
の
エ
ン
ゼ
ル
ル
ー
ム
は
、
燕
中
学
校
と

は
別
の
場
所
に
あ
る
た
め
、
利
用
に
抵
抗
感
を

持
た
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

　
そ
の
た
め
、「
学
校
に
戻
っ
て
生
活
し
た
い
」

「
学
校
内
に
適
切
な
場
所
が
ほ
し
い
」
と
願
う
生

徒
や
保
護
者
の
た
め
に
、
安
心
し
て
適
応
に
向

け
た
生
活
が
で
き
る
燕
中
学
校
の
中
に
整
備
し

て
い
き
た
い
。

そ
の
他

・「
町
内
関
係
費
」や「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事

業
」、「
図
書
館
管
理
運
営
費
」、「
体
育
施
設

管
理
運
営
費
」
に
つ
い
て

３つの常任委員会　　で議案を審査

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
７
項
目
17ページには
政務活動費も

６月定例会の
提出議案から

すべきものと決定

| | | |

市
民
厚
生
常
任
委
員
会

４
項
目
を
審
査

燕
市
税
条
例
の一部
改
正

問
「
個
人
の
市
民
税
の
所
得
割
の
非
課
税
の
範

囲
等
」の
配
偶
者
控
除
と
同
一
生
計
に
つ
い
て
、

ま
た
、
当
市
に
お
い
て
ど
れ
く
ら
い
の
影
響
額

が
出
る
の
か
。

答
今
回
の
改
正
で
配
偶
者
控
除
に
つ
い
て
、
配

偶
者
を
扶
養
す
る
者
の
所
得
制
限
が
設
け
ら
れ
、

合
計
所
得
金
額
が
１
０
０
０
万
円
を
超
え
る
場

合
は
適
用
さ
れ
な
い
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、

同
一
生
計
と
は
日
常
生
活
を
と
も
に
し
な
く
て

も
常
に
生
活
費
が
一
緒
で
あ
れ
ば
同
一
の
生
計

と
認
め
ら
れ
る
。
当
市
の
影
響
額
に
つ
い
て
は

計
算
方
法
が
複
雑
で
試
算
が
難
し
い
た
め
、
国

の
試
算
額
を
示
す
こ
と
し
か
で
き
な
い
。

燕
市
精
神
障
害
者
医
療
費
助
成
に

関
す
る
条
例
の一部
改
正

問
「
精
神
医
療
費
助
成
額
を〝
当
分
の
間
〟
上

乗
せ
助
成
す
る
」と
あ
る
が
、
そ
の
期
間
は
ど
れ

く
ら
い
の
こ
と
を
指
す
の
か
。
該
当
人
数
は
何

人
い
る
の
か
。
ま
た
、
負
担
が
増
え
る
と
い
う

こ
と
は
精
神
障
害
者
に
と
っ
て
は
非
常
に
重
く

て
厳
し
い
。
今
後
の
精
神
障
害
者
医
療
費
助
成

の
見
直
し
に
つ
い
て
、
相
当
の
金
額
が
か
か
る

の
で
は
な
い
か
。

答
「
当
分
の
間
」と
は
上
乗
せ
助
成
が
早
急
に

改
正
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
制
度
の
格
差
が

生
じ
て
い
る
た
め
検
討
期
間
も
含
め
て
「
当
分

の
間
」
と
し
て
い
る
。
該
当
人
数
に
つ
い
て
は
、

１
級
が
生
活
保
護
者
も
含
め
て
39
人
、
２
級
は

３
７
１
人
、
３
級
は
41
人
で
、
４
月
１
日
現
在

の
人
数
と
な
っ
て
い
る
。
今
回
の
改
正
で
は
、

全
体
と
し
て
は
助
成
対
象
が
広
が
り
お
お
む
ね

負
担
が
軽
減
す
る
中
、
長
期
入
院
等
で
見
ら
れ

る
従
前
の
制
度
に
比
べ
、
不
利
と
な
る
部
分
に

対
し
て
の
上
乗
せ
助
成
も
含
ま
れ
て
お
り
、
で

き
る
だ
け
不
利
に
な
ら
な
い
よ
う
に
や
っ
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

反
対
討
論
　
県
内
ト
ッ
プ
の
水
準
を
横
並
び

に
す
る
必
要
は
な
い
。制
度
の
変
更
に
は
反
対
。
　

賛
成
討
論
　
県
障（
＊
）に
入
る
こ
と
で
有
利

な
方
が
い
て
、
不
足
部
分
を
補
て
ん
す
る
と

い
う
こ
と
に
反
対
す
る
必
要
は
な
い
。

平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  （
第
１
号
）

問
老
人
福
祉
費
「
介
護
予
防
・
生
活
支
援
事
業
」

の
負
担
金
の
徴
収
に
つ
い
て
。　
　

答
料
金
の
見
直
し
を
し
た
の
で
は
な
く
、
こ
れ

ま
で
も
光
熱
水
費
の
徴
収
を
し
て
い
た
が
、
徴
収

先
を
法
人
か
ら
市
へ
移
し
か
え
た
手
続
で
あ
る
。

そ
の
他

・
ひ
と
り
親
家
庭
自
立
支
援
事
業
に
つ
い
て

すべきものと決定

空調設備などを整備する水道町保育園

（＊）重度心身障害者医療費助成制度

 

老
人
福
祉
費
「
介
護
予
防
・
生
活
支
援
事
業
」

 

５
６
１
万
１
０
０
０
円

燕
市
生
活
支
援
ハ
ウ
ス
分
水
こ
で
ま
り
に
つ
い
て
、
事

業
委
託
先
と
の
協
議
に
よ
り
光
熱
水
費
な
ど
の
実
費
徴

収
分
を
事
業
主
体
で
あ
る
燕
市
が
利
用
者
か
ら
徴
収
す

る
こ
と
と
す
る
た
め
、
そ
の
相
当
分
を
委
託
料
に
増
額

し
ま
す
。
ま
た
、
同
施
設
の
空
調
設
備
に
つ
い
て
、
老

朽
化
に
よ
り
改
修
の
必
要
が
あ
る
た
め
、
必
要
経
費
の

２
分
の
１
を
補
助
し
ま
す
。

 

商
工
費
「
商
工
団
体
支
援
事
業
」 

１
０
０
万
円  

日
本
商
工
会
議
所
青
年
部
の
第
37
回
北
陸
信
越
ブ
ロ
ッ

ク
大
会
が
燕
市
で
開
催
さ
れ
る
に
当
た
り
、
必
要
と
な

る
経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

 

土
木
費
「
都
市
公
園
管
理
費
」54

万
１
０
０
０
円 

公
園
設
備
改
修
に
よ
る
利
用
者
の
増
加
に
対
応
す
る
た

め
の
業
務
内
容
見
直
し
に
伴
う
必
要
な
経
費
を
計
上
し

ま
す
。

 

平
成
29
年
度
燕
市
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）　　
　
　
　
２
億
６
２
６
９
万
円 

弥
彦
村
と
の
水
道
事
業
の
統
合
に
向
け
た
協
議
を
行
う

燕
市
・
弥
彦
村
水
道
事
業
統
合
協
議
会
の
運
営
費
及
び
、

統
合
浄
水
場
の
建
設
に
向
け
た
用
地
取
得
関
連
経
費
、

地
質
調
査
費
等
を
補
正
予
算
に
計
上
し
、
浄
水
場
施
設

再
構
築
事
業
を
推
進
し
ま
す
。
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産
業
建
設
常
任
委
員
会

２
項
目
を
審
査

平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
第
１
号
）

問
商
工
業
振
興
団
体
事
業
費
補
助
金
に
つ
い
て
、
日

本
商
工
会
議
所
青
年
部
の
北
陸
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
の

本
市
開
催
時
期
や
当
初
予
算
で
は
な
く
、
補
正
予
算
で

対
応
す
る
理
由
に
つ
い
て
。

答
昨
年
度
の
大
会
で
燕
市
で
の
開
催
が
決
定
し
、
開

催
時
期
は
９
月
で
あ
る
。
大
会
を
運
営
す
る
燕
商
工
会

議
所
青
年
部
か
ら
の
大
会
実
施
計
画
が
、
当
初
予
算
要

求
時
に
は
不
確
定
で
あ
っ
た
た
め
、
補
正
予
算
で
対
応

し
た
。
市
と
し
て
は
、
青
年
部
の
方
に
実
施
計
画
作
成

を
急
ぐ
よ
う
働
き
か
け
る
な
ど
し
て
、
当
初
予
算
で
計

上
で
き
る
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
っ
た
と
考
え
る
。

問
支
出
の
根
拠
と
な
る
規
程
や
、
補
助
金
額
の
積
算

根
拠
、
当
該
団
体
か
ら
の
自
発
的
な
申
請
が
さ
れ
た
の

か
。

答
燕
市
商
工
業
振
興
団
体
事
業
補
助
金
交
付
規
程
を

支
出
根
拠
と
し
て
い
る
。
過
去
5
年
間
の
ほ
と
ん
ど
の

大
会
に
お
い
て
、
開
催
自
治
体
か
ら
１
０
０
万
円
が
補

助
さ
れ
て
い
る
実
績
も
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
積
算
し

た
。
燕
商
工
会
議
所
か
ら
も
１
０
０
万
円
の
補
助
金
に

か
か
る
要
望
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
補
助
額

の
妥
当
性
に
関
し
て
は
行
事
・
イ
ベ
ン
ト
等
は
多
種
多

様
で
あ
り
、
一
律
の
基
準
で
補
助
金
を
決
定
す
る
こ
と

は
難
し
く
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
や
同
種
の
取
り
組
み
を

し
た
際
の
他
団
体
の
負
担
割
合
の
状
況
な
ど
総
合
勘
案

し
て
判
断
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
今
回
の
事
業
は
、
地
域
経
済
へ
の
波
及
効
果
も
期
待

で
き
る
こ
と
な
ど
か
ら
補
助
は
妥
当
で
あ
り
、
こ
こ
数

年
の
状
況
な
ど
も
勘
案
し
て
個
別
に
調
整
し
た
。
財
政

規
律
が
重
要
で
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
お
り
、
今
後
と

も
同
様
な
事
業
に
つ
い
て
は
多
様
な
観
点
か
ら
調
整
し

て
い
き
た
い
。

土
木
費
の
燕
市
交
通
公
園
指
定
管
理
委

託
料
に
つ
い
て

問
売
り
上
げ
が
増
加
し
た
場
合
の
指
定
管
理
料
や
、

追
加
経
費
の
具
体
的
内
容
と
シ
ル
バ
ー
人
材
活
用
上
の

影
響
、当
初
予
算
に
計
上
し
な
か
っ
た
理
由
に
つ
い
て
。

答
売
り
上
げ
が
伸
び
た
こ
と
に
よ
り
、
直
ち
に
指
定

管
理
料
が
変
わ
る
わ
け
で
は
な
い
。
次
の
更
新
時
に
加

味
さ
れ
変
更
さ
れ
る
。
ま
た
、
利
益
率
が
上
が
っ
た
分

だ
け
指
定
管
理
料
を
削
減
す
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
。

追
加
経
費
に
つ
い
て
は
、
主
に
契
約
体
系
の
変
更
に
係

る
手
数
料
で
あ
る
。
変
更
に
つ
い
て
シ
ル
バ
ー
人
材
活

用
の
面
で
は
、
特
段
問
題
は
な
い
と
考
え
る
。
当
初
予

算
編
成
時
に
は
、
配
置
人
員
の
調
整
が
で
き
な
か
っ
た

た
め
補
正
予
算
で
の
対
応
と
な
っ
た
。
安
全
確
保
の
た

め
の
計
画
的
、
効
率
的
な
体
制
構
築
に
努
め
た
い
。

平
成
29
年
度
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
第
１
号
）

問
弥
彦
村
と
の
統
合
に
向
け
た
協
議
会
の
進
捗
に
つ

い
て
。

答
弥
彦
村
で
は
、
問
題
な
く
議
会
の
了
承
を
い
た
だ

い
て
い
る
。

問
６
月
８
日
に
実
施
さ
れ
た
事
業
説
明
会
の
内
容
に

つ
い
て
。

答
参
加
し
た
住
民
か
ら
「
選
定
地
に
つ
い
て
」
質
問

が
あ
り
、
地
形
や
取
水
環
境
、
取
水
施
設
の
競
合
な
ど

の
観
点
か
ら
選
定
を
し
た
こ
と
を
説
明
し
た
。
ま
た
、

「
河
川
に
縦
断
的
に
用
地
を
取
得
で
き
な
い
の
か
」
と

い
う
意
見
が
出
た
が
、
農
道
を
拡
幅
す
る
な
ど
の
整
備

が
必
要
と
な
る
こ
と
な
ど
を
説
明
し
た
。
主
立
っ
た
反

対
意
見
は
な
く
、
今
後
の
協
議
に
つ
い
て
は
地
元
を
通

し
な
が
ら
、
地
権
者
と
徐
々
に
交
渉
し
て
い
き
た
い
。

３つの常任委員会で議案を審査
すべきものと決定

燕市交通公園


